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人と自然と歴史が結びあう北総の元気創造都市

　

サ
ツ
マ
イ
モ
の
歴
史 

　

サ
ツ
マ
イ
モ
は
、
1
6
0
0

年
代
に
九
州
地
方
を
中
心
に

栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

1
7
3
4
年
に
江
戸
幕
府
が
薩

摩
藩
か
ら
献
上
さ
せ
、
全
国
に

普
及
を
図
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。�

　

サ
ツ
マ
イ
モ
は
江
戸
時
代
初

～
中
期
の
た
び
重
な
る
飢
饉
の

際
、
救
荒
作
物
と
し
て
注
目
さ

れ
広
ま
り
、
や
が
て
明
治
初
期

に
は
単
な
る
救
荒
作
物
で
は
な

く
、
日
常
の
食
品
と
な
っ
て
商

品
化
も
進
み
ま
し
た
。

　

栄
養
の
秘
密

　

食
物
繊
維
、
ビ
タ
ミ
ン
B1
・

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
・
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
・

β
︲
カ
ロ
チ
ン
な
ど
、
現
代
人

に
不
足
し
が
ち
な
栄
養
素
が
豊

富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
サ
ツ

マ
イ
モ
の
ビ
タ
ミ
ン
B1
や
ビ

タ
ミ
ン
Ｃ
は
他
の
野
菜
と
異
な

り
、
加
熱
し
て
も
消
失
が
少
な

く
、
焼
き
イ
モ
に
し
た
場
合
で

も
9
割
は
残
り
ま
す
。

　

若
さ
を
保
つ
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
は

野
菜
の
中
で
最
も
多
く
、
成
人

病
の
原
因
と
な
る
塩
分
バ
ラ
ン

ス
を
調
整
し
て
く
れ
る
カ
リ
ウ

ム
も
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
便
秘
予
防
に
効
果
的

な
食
物
繊
維
も
た
く
さ
ん
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
食
べ
る
と
お
な

ら
が
出
や
す
く
な
る
の
は
食
物

繊
維
が
多
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
食
物
繊
維
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

と
並
ん
で
、
体
内
の
有
害
物
質

を
排
出
す
る
作
用
が
あ
り
、
最

も
優
れ
た
健
康
食
品
の
ひ
と
つ

と
言
え
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
加
工
品

　

生
産
す
る
中
で
下
級
品
も
で

き
る
こ
と
か
ら
、
加
工
用
に
商

工
業
者
と
連
携
し
な
が
ら
新
た

な
商
品
開
発
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
代
表
的
な
も
の
は
、
学

校
給
食
で
提
供
さ
れ
る
﹁
い

も
っ
子
プ
リ
ン
﹂
や
焼
酎
・
和
、

洋
菓
子
な
ど
の
原
料
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　

農
政
課

☎
(50)
1
2
5
8

秋
の
感
謝
祭

旬
の
農
産
物
大
放
出
！

18
11栗

源
の
ふ
る
さ
と
い
も
祭
り

▼
ベ
ニ
コ
マ
チ
約
5
ｔ
の
日
本
一

の
焼
き
い
も
広
場
▼
ベ
ニ
ア
ズ
マ

約
2
ｔ
巨
大
セ
イ
ロ
に
よ
る
ふ
か

し
い
も
▼
い
も
掘
り
体
験
広
場
▼

幻
想
的
な
火
お
こ
し
、
火
入
れ
式

が
見
ら
れ
る
前
夜
祭
は
17
日

ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス
タ
さ
わ
ら

2
0
0
7

▼
新
鮮
野
菜
の
即
売
・
配
布
、
本

物
の
牛
の
搾
乳
体
験
な
ど
▼
小
江

戸
さ
わ
ら
元
気
市
（
か
と
り
ド
ッ

グ
・
サ
ワ
ラ
ー
メ
ン
）

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
飛
ぶ

　

2
会
場
で
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の

遊
覧
が
あ
り
ま
す

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

山
田
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
・
水
郷

お
み
が
わ
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
両
方

の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
た
人
は
、
栗

源
会
場
か
佐
原
会
場
で
ス
タ
ン
プ

カ
ー
ド
の
交
換
で
、
桜
の
苗
木
や

お
米
を
差
し
上
げ
ま
す

日

　

サ
ツ
マ
イ
モ
と
紅
小
町
焼
酎
・

紅
小
町
の
月
（
饅
頭
）
を
プ
レ
ゼ

ン
ト

　

応
募
は
、
11
月
30
日
㈮
（
当
日

消
印
有
効
）ま
で
に
官
製
は
が
き
、

ま
た
は
メ
ー
ル
で
、
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
記
入

し
、
〒
2
8
7
︲
8
5
0
1
農
政

課
内
﹁
サ
ツ
マ
イ
モ
﹂
プ
レ
ゼ
ン

ト
係
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

furusato@
city.katori.lg.jp

抽
選
は
12
月
20
日
㈭
に
行
い
、
当

選
者
の
発
表
は
、
商
品
の
発
送
を

も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど

と
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
。
応
募
は
1
人
1
回
と
し
、
2

回
以
上
や
不
正
な
方
法
に
よ
る
応

募
は
無
効
と
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

農
政
課

☎
(50)
1
2
5
8

▼
佐
原
金
時
﹁
さ
わ
ら
っ
こ
﹂
2
㎏
入
り
⋮
50
人

（
Ｊ
Ａ
佐
原
園
芸
部
提
供
）

▼
パ
ー
プ
ル
ス
イ
ー
ト
ロ
ー
ド
3
㎏
入
り
⋮
30
人

（
Ｊ
Ａ
か
と
り
提
供
）

▼
紅
小
町
焼
酎
7
2
0
㎖
⋮
5
人

（
栗
源
特
産
品
開
発
源
流
会
提
供
）

▼
紅
小
町
の
月
（
饅
頭
）
10
個
入
り
⋮
10
人

（
道
の
駅
く
り
も
と
提
供
）

　秋の味覚のサツマイモ。国内の生産地は、千
葉県・茨城県・鹿児島県が中心です。土壌が適
している千葉県は、青果用の産出額が全国₁位。
中でも香取市は県内一の産出額を誇り、品質が
良いと市場からも高い評価を得ています。

市内の主な種類
　　ベニアズマ
　市内で栽培されている80％以上がこの品種。
皮色・形が良く、濃い黄色でホクホクした食感。
甘みも強く、食味はとてもおいしいです。

　　ベニコマチ
　紅小町「サツマイモの女王」と呼ばれ、ホク
ホクした食感と上品な甘さが自慢です。昭和48
年、旧栗源町で生まれて以来、特産品として愛
されています。

　　パープルスイートロード
（ちばむらさき）
　鮮やかな紫色で、おいしいサツマイモです。
焼き芋にしても黒っぽくならず、蒸しいも、焼
きいも、大学いもに最適です。主に小見川地区
で生産されています。
　　
　　佐原金時さわらっこ

（高系14号）
　色が赤く、果肉がしっとりして、なめらかな
食感があります。収量もかなり多く、収穫後は
甘みが増すまで60日以上貯蔵し、12月から₃月
末の期間限定で出荷しています。

魅
惑
の
赤サ

 
ツ
 
マ
 
イ
 
モ紫

ド
ド
ー
ン

読者限定
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市
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
国
・
県

か
ら
の
支
出
金
、
市
債
（
長
期
借
入
金
）
な

ど
が
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
市
で
は
毎
年
5
月
と
11
月

に
財
政
事
情
の
公
表
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
﹁
香
取
市
財
政
事
情
の
作
成
及
び
公
表
に

関
す
る
条
例
﹂
に
基
づ
く
も
の
で
、今
回
は
、

平
成
19
年
度
上
半
期
（
4
月
1
日
～
9
月
30

日
）
の
財
政
状
況
と
平
成
18
年
度
決
算
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

財
政
課　

☎
(50)
1
2
0
7

　平成19年度は、10特別会計と₂企業会計で運営しています。現在、
特別会計の予算額は、総額で240億8,156万円となっています。なお、
年度途中で支出済額が収入済額を上回っている会計は、国・県からの
支出金や一般会計からの繰入金が年度末に収入されるためです。

■水道事業会計
収益的支出 （予算額） 21億3,919万円

 （収入済額） 7億7,879万円

 （支出済額） 5億9,460万円

資本的支出 （予算額） 12億1,158万円

 （収入済額） 40万円

 （支出済額） 4億  140万円

■簡易水道事業会計
 収益的支出（予算額）  1億2,603万円

 （収入済額） 1,422万円

 （支出済額） 2,518万円

 資本的支出（予算額） 8,858万円

 （収入済額） 62万円

 （支出済額） 2,642万円

国民健康保険事業

老人保健事業

介護保険事業

居宅介護サービス事業

農村地域工業等導入促進事業

農業集落排水事業

観光事業

下水道事業

土地取得事業

火葬場事業

予算額

96億8,784万円

81億3,205万円

39億6,926万円

1億2,450万円

35万円

1億8,300万円

8,500万円

18億 600万円

3,375万円

5,982万円

収入済額

41億9,859万円

32億3,189万円

17億3,210万円

2,257万円

35万円

1,418万円

5,708万円

1億5,048万円

1,010万円

2,133万円

支出済額

43億1,186万円

32億9,815万円

15億6,190万円

5,880万円

7,926万円

4,849万円

7億2,578万円

1,010万円

1,771万円

■特別会計

収納率
48.4%

執行率
35.7%

　

平
成
19
年
度
9
月
末
の
一
般
会
計
予

算
は
、
2
7
4
億
5
8
8
2
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

収
入
済
額
は
1
3
2
億
9
7
0
4
万

円
で
、
収
納
率
は
48
・
4
％
、
支
出
済

額
は
98
億
1
5
4
万
円
で
、
執
行
率
は

35
・
7
％
で
す
。

　

グ
ラ
フ
の
上
段
は
い
ず
れ
も
予
算

額
、
下
段
は
そ
れ
ぞ
れ
収
入
済
額
・
支

出
済
額
で
す
。
ま
た
（　
　

）
内
は
収

納
率
、
執
行
率
で
す
。

60 億円15 30 45

80億円 60 40 20

市　税 92億1,186万円
（57.7%） 53億1,750万円

地方交付税 72億　  528万円
（70.1%） 50億4,823万円

市　債 27億9,463万円
（0.0%）

国庫支出金 19億9,291万円
（28.3%） 5億6,420万円

その他 15億1,756万円
（42.8%） 6億4,956万円

県支出金 12億2,230万円
（13.6 %） 1億6,667万円

地方消費税交付金 8億2,000万円
（58.4%） 4億7,881万円

諸収入 8億1,002万円
（31.2%） 2億5,254万円

繰入金 7億4,145万円
（0.0%）

繰越金 6億6,581万円
（100.0%） 6億6,581万円

地方譲与税 4億7,700万円
（32.2 %） 1億5,372万円

その他 8億8,143万円
（47.3%） 4億1,685万円

農業水産業費 10億9,396万円
（31.6%） 3億4,603万円

消防費 19億9,937万円
（43.6%） 8億7,096万円

公債費 26億3,944万円
（39.6%） 10億4,508万円

衛生費 27億4,742万円
（44.2%） 12億1,524万円

土木費 27億6,170万円
（15.0%） 4億1,374万円

教育費 35億9,212万円
（37.6%） 13億5,023万円

総務費 45億9,200万円
（38.7%） 17億7,722万円

民生費 71億5,138万円
（33.1%） 23億6,619万円

財
政状

況

平成18年度決算から見る

合併効果（主なもの）

普通交付税（合併後臨時経費分）
特別交付税（合併特別措置分）
合併市町村補助金（国）
ふさのくに合併支援交付金（県）
新市町スタートアップ支援事業負担金（県）

その他

　項　　目

　　　　　　　普通交付税（合併算定特例分）
　　　合併特例債（借入額）

支援措置額
1億6,152万3千円
4億2,408万6千円

4,800万円
1億4,000万円
180万6千円

15億6,787万2千円
10億6,690万円

歳入

項　目
人件費の
縮減
全市に拡充し
た事業など

行政サービス
向上施策

合併効果の内容
特別職、議員、農業委員など
職員人件費（全会計：945→920人）
ねたきり老人等入院時おむつ代助成金
高齢者通院タクシー事業
心身障害児福祉手当
小児特定疾患見舞金
子育て支援支給事業
少子化対策支援事業補助金
ｺﾞﾐｽﾃｰｼｮﾝ整備事業補助金
奨学資金給付金
奨学資金貸付金
各種証明書類などが市内関係窓口、最
寄の窓口で交付可能
最寄の場所で各種相談業務などが可能

管外手続なく市内勤務地近くの入園な
どが可能
文化･スポーツ施設など公共施設の相互
利用が可能
各種イベント、教室などの参加機会が拡充

備　　考

 △2億3,005万1千円

　　旧佐原市、栗源町
　　旧小見川町
　　旧佐原市
　　旧佐原市
　　旧山田町
　　旧栗源町
　　旧栗源町
　　旧佐原市、山田町
　　旧小見川町
戸籍住民登録関係、税
等証明交付ほか
法律相談、市民相談、
各種健診･検診ほか
保育所22カ所、幼稚園
4カ所
市民会館、体育館、プー
ルほか
講座、スポーツ教室ほか

歳出

合
併
前
実
施
団
体

予算額 274億5,882万円

予 

算 
額 
2
7
4
億
5
8
8
2
万
円

収
入
済
額 
1
3
2
億
9
7
0
4
万
円

収入

予 

算 

額 

2
7
4
億
5
8
8
2
万
円

支
出
済
額 　
9
8
億　

1
5
4
万
円

支出

一般
会計

平
成
19
年
度
上
半
期

特別会計と企業会計
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市債
24億4,921万円(8.9％)

国庫支出金
18億1,037万円(6.6％)

地方譲与税
11億9,729万円(4.4％)

繰越金
8億3,727万円(3.1％)

地方消費税交付金
8億3,325万円(3.0％)

県支出金
9億9,726万円(3.6％)

市税
84億9,239万円(30.9％)
市税
84億9,239万円(30.9％)

地方交付税
80億1,047万円(29.2％)

市債
24億4,921万円(8.9％)

国庫支出金
18億1,037万円(6.6％)

地方譲与税
11億9,729万円(4.4％)

繰越金
8億3,727万円(3.1％)

地方消費税交付金
8億3,325万円(3.0％)

諸収入
8億　169万円(2.9％)

分担金および負担金
5億5,260万円(2.0％)

自動車取得税交付金
4億　649万円(1.5％)

その他
10億6,283万円(3.9％)

歳入
274億
5,112万円

県支出金
9億9,726万円(3.6％)

総務費
49億1,959万円
(18.5％)

教育費
29億8,555万円
(11.2％)

土木費
28億　475万円
(10.6％)

衛生費
27億　250万円
(10.2％)

公債費
25億8,121万円
(9.7％)

民生費
69億　692万円
(26.0％)

民生費
69億　692万円
(26.0％)

総務費
49億1,959万円
(18.5％)

教育費
29億8,555万円
(11.2％)

土木費
28億　475万円
(10.6％)

衛生費
27億　250万円
(10.2％)

公債費
25億8,121万円
(9.7％)

消防費
17億3,893万円(6.6％)
消防費
17億3,893万円(6.6％)

議会費
4億3,160万円(1.6％)

商工費
4億　724万円(1.5％)

その他
　7,989万円(0.3％)

歳出
265億
6,444万円

農林水産業費
10億　626万円(3.8％)

【行政情報】

　

特
別
会
計
と
水
道
事
業
会

計
、
簡
易
水
道
事
業
会
計
は
、

行
政
を
よ
り
円
滑
に
効
率
よ
く

進
め
る
た
め
、
一
般
会
計
の
収

入
や
支
出
と
は
別
に
区
分
し
て

経
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成

18
年
度
は
、
国
民
健
康
保
険
事

業
、
老
人
保
健
事
業
、
介
護
保

歳出総額265億6,444万円

一般会計

　

市
の
会
計
は
、
大
別
す
る
と

一
般
会
計
と
特
別
会
計
な
ど

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
市
の

行
政
運
営
の
基
本
的
な
経
理
が

一
般
会
計
。
平
成
18
年
度
の

一
般
会
計
決
算
額
は
、
収
入
総

額
で
2
7
4
億
5
1
1
2
万

円
、
支
出
総
額
は
2
6
5
億

6
4
4
4
万
円
で
し
た
。
そ
の

結
果
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は
8

億
8
6
6
8
万
円
と
な
り
ま

す
。

収
支
の
内
訳

　

収
支
の
内
訳
を
見
る
と
、
歳

入
の
主
な
も
の
は
、
市
税
84
億

9
2
3
9
万
円
、
地
方
交
付
税

80
億
1
0
4
7
万
円
、
市
債
24

億
4
9
2
1
万
円
、
国
庫
支
出

金
18
億
1
0
3
7
万
円
、
で
す
。

険
事
業
、
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
、
農
村
地
域
工
業
等
導
入

促
進
事
業
、
農
業
集
落
排
水
事

業
、
観
光
事
業
、
下
水
道
事
業
、

土
地
取
得
事
業
、
火
葬
場
事
業

の
10
事
業
を
特
別
会
計
で
運
営

し
ま
し
た
。
ま
た
、
水
道
事
業

会
計
と
簡
易
水
道
事
業
会
計
は

公
営
企
業
会
計
で
す
。

国民健康保険事業

老人保健事業

介護保険事業

居宅介護サービス事業

農村地域工業等導入促進事業

農業集落排水事業

観光事業

下水道事業

土地取得事業

火葬場事業

収入

91億1,882万円

78億  378万円

38億5,825万円

1億2,140万円

877万円

2億1,811万円

8,509万円

18億7,991万円

2,049万円

5,689万円

支出

89億6,049万円

78億  378万円

37億3,122万円

1億2,140万円

842万円

2億1,746万円

8,509万円

18億7,892万円

2,049万円

4,944万円

歳入歳出差引額

1億5,833万円

1億2,703万円

35万円

65万円

99万円

745万円

■市債残高（平成18年度末現在）
下水道事業債（農業集落排水事業含む）

 113億8,506万円

その他事業債 6億6,071万円

上水道事業債 103億4,061万円

簡易水道事業債 14億2,201万円

■簡易水道事業会計
収益的収支 （収入）  9,172万円

 （支出） 1億2,838万円

資本的収支 （収入） 3,054万円

 （支出） 5,302万円

■水道事業会計
収益的収支 （収入） 21億6,709万円

 （支出） 19億7,996万円

資本的収支 （収入） 2億5,371万円

 （支出） 10億4,568万円

（不足額は損益勘定留保資金などで補てん）

■　特　別　会　計

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
民
生

費
69
億
6
9
2
万
円
、
総
務
費

49
億
1
9
5
9
万
円
、
教
育
費

29
億
8
5
5
5
万
円
、
土
木
費

28
億
4
7
5
万
円
で
す
。

借
入
金
の
状
況

　

学
校
や
道
路
な
ど
の
公
共
施

設
の
建
設
整
備
に
は
、
一
時
多

額
の
お
金
が
必
要
に
な
る
た
め
、

市
税
や
国
・
県
支
出
金
な
ど
だ

け
で
は
賄
い
き
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
施
設
は

長
期
に
わ
た
っ
て
利
用
す
る
も

の
で
す
か
ら
、
建
設
時
の
市
民

だ
け
で
な
く
、
将
来
の
市
民
に

も
そ
の
経
費
を
負
担
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
公
平
で
も
あ
る
わ

け
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
国
や
県
、
金
融

機
関
な
ど
か
ら
長
期
返
済
を
条

件
で
、
資
金
を
借
り
入
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
借
入
金
の
こ
と
を

﹁
市
債
﹂
と
い
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
公
共
施
設
の

整
備
を
進
め
る
に
は
市
債
の
活

用
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
市
債
は
長
期
に
わ
た
っ
て

返
済
し
て
い
く
の
で
、
そ
の
増

加
は
翌
年
度
以
降
の
予
算
に
も

影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
市
で
は
慎
重

に
借
り
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
18
年
度
末
の
市

債
残
高
は
、
市
民
１
人
当
た
り

約
29
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　市債の年度末残高
（住民基本台帳人口　87,837人 平成19年₃月31日現在）

■平成18年度  255億1,350万円
　（人口₁人当たり29万464円）

　市有財産の状況
■車　両 178台 ■土　地 2,217,047㎡
■建　物 303,961㎡ ■積立金 45億4,662万円
■証　券 126万円 ■出資金 6,730万円

決　

算
町
並
み
環
境
整
備
事
業
で
整
備
さ
れ

た
景
観
形
成
地
区
の
家
屋（
佐
原
区
）

公
園
整
備
事
業
で
完
成
し
た
く
ろ
べ

運
動
公
園
（
小
見
川
区
）

耐
震
大
規
模
改
修
事
業
で
補
強
さ
れ

た
山
田
中
学
校
体
育
館
（
山
田
区
）

市
道
栗
源
Ⅰ
︲
2
号
線
橋
り
ょ
う

改
良
事
業
で
工
事
さ
れ
た
橋
脚
部
分

（
平
成
19
年
度
架
橋
予
定
・
栗
源
区
）

特別会計

企業会計
と

平
成

18
年
度
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※退職手当の1人当たり平均支給額は平成18年度に退職した職員に支給された平均額で
す。その他の加算措置として市、国ともに定年前早期退職特例措置（₂%～20%）があ
ります

定年退職

勧奨退職

普通退職

分限免職

懲戒免職

死亡退職

計

14

24

 5

 0

 1

 2

46

⑵職員退職の状況

⑶部門別職員数の状況

※職員数は一般職に属する職員数です。[　]内は条例定数の合計です

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

退職時特別昇給

1人当たり平均支給額

自己都合

23.50月分

33.50月分

47.50月分

59.28月分

勧奨8号給

14,749千円

勧奨・定年

30.55月分

41.34月分

59.28月分

59.28月分

25,266千円

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

自己都合

23.50月分

33.50月分

47.50月分

59.28月分

勧奨・定年

30.55月分

41.34月分

59.28月分

59.28月分

香取市 国

⑵退職手当（支給率）（平成19年₄月₁日現在）

支給対象地域

香取市

支給率

3％

支給対象職員数

842人

国の制度（支給率）

0％

支給実績（平成18年度決算）

支給職員₁人当たり平均支給年額（平成18年度決算）

113,715千円

135,053　円

⑶地域手当（平成19年₄月₁日現在）

手当の名称

滞納処分手当

行旅死病人
　取扱手当

福祉業務手当

危険手当

保健衛生
　業務手当

下水道

　業務手当

火葬業務手当

不法投棄対応
　業務手当

支給対象職員

税務事務従事職員

行旅死亡人、病人の

処置従事職員

福祉業務従事職員

身体生命に危険を
およぼす作業従事職員

保健衛生業務従事職員

不快業務従事職員

下水道業務従事職員

火葬場勤務職員

産業廃棄物不法投棄に
関わる業務従事職員

₁件

₁件

₁件

日額

₁件

日額

日額

₁件

日額

日額

₁件

日額

₁件

日額

200円

1,000円

5,000円

300円

3,000円

400円

200円

500円

200円

250円

200円

400円

250円

500円

支給額支給対象業務

市税に関する滞納処分

行旅病人の接触処置作業

行旅死亡人の接触処置作業

生活保護調査、福祉5法
担当現業員の実態調査

老人ホーム入居者死亡人処置

人体に有害な薬剤の取り扱い

作業、災害時における現地で

の応急措置作業

精神障害者などに対する
面接相談、訪問指導業務

感染症の患者の収容、
患家消毒作業

自宅療養中の感染症の患者な

どに対して行う家庭訪問によ

る保健指導、介護・調査

ごみの収集処理作業

犬・猫などの死体処理作業

管渠清掃、汚泥し渣などの
処理作業

火葬作業に従事したとき

産業廃棄物不法投棄者の
調査、指導業務

支給実績（平成18年度決算）

支給職員₁人当たり平均支給年額（平成18年度決算）

142,428千円

169千円

⑸時間外勤務手当

　 特別職の報酬などの状況5

※退職手当の「₁期の手当額」は₄月₁日現在の給料月額および支給率に基づき、₁期（₄
年＝48月）勤めた場合における退職手当の見込み額です

市　長

副市長

議　長

副議長

議　員

市長・副市長

議長・副議長・議員

市　長

副市長

800,000円

680,000円

390,000円

370,000円

350,000円

（算定方式）

80万円×在職月数×0.35

68万円×在職月数×0.25

 4.45月分（平成19年度支給割合）

 4.45月分（平成19年度支給割合）

（1期の手当額）

1,344万円

816万円

（支給時期）

任期毎

任期毎

報酬

給料

期末

手当

退職

手当

区分 給料月額など

　 職員数の状況6 （単位：人）

一般行政職

建築技師

技能労務職

計

男性

 9

 1

 0

10

女性

2

0

0

2

計

11

 1

 0

12

⑴職員採用の状況

※(1)と(2)は平成18年4月1日から平成19年3月31日
の状況です

議　　会

総　　務

税　　務

労　　働

農林水産

商　　工

土　　木

民　　生

衛　　生

計

教育部門

消防部門

小　　計

水　　道

下 水 道

そ の 他

小　　計

合　　計

平成19年

　6

166

 64

　2

 46

 15

 59

169

 63

590

176

---

176

 45

 18

 61

124

890
[ 941 ]

対前年増減数

▲　 1

▲　 9

　　 3

▲　 1

▲　 3

▲　 4

▲　 1

▲　 7

▲　10

▲　33

▲　 3

   ---

▲　 3

▲　 3

▲　 6

　　14

　　 5

▲　31
[      ]

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

公
営
企
業
等

会
計
部
門

区分部門 平成18年

　7

175

 61

　3

 49

 19

 60

176

 73

623

179

---

179

 48

 24

 47

119

921
[ 941 ]

平成18年₄月₁日
職員数

921人

平成25年₄月₁日
職員数

800人

純減数

▲121人

純減率

▲13.1％

⑷定員管理の数値目標

※平成18年₄月₁日～平成25年₄月₁日における定員管理の数値目標です

　

11
月
の
市
民
懇
談
会
は
、

50
歳
以
上
の
市
民
を
対
象
に

﹁
人
生
第
二
章
の
す
ご
し
方

と
社
会
奉
仕
活
動
﹂
を
テ
ー

マ
に
懇
談
を
行
い
ま
す
。

　

戦
後
の
荒
廃
し
た
日
本
を

今
日
ま
で
支
え
て
く
れ
た
先

人
と
第
二
章
を
迎
え
た
団
塊

の
世
代
と
い
わ
れ
る
人
た

ち
。
生
活
の
上
で
行
政
の
手

の
届
か
な
い
部
分
を
、
奉
仕

活
動
を
と
お
し
て
、
香
取
市

を
支
え
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。
ま
た
、
現
状
で
行
政
が

何
か
協
力
で
き
る
こ
と
は
な

い
か
な
ど
、
皆
さ
ん
が
考
え

て
い
る
こ
と
を
直
接
市
長
に

対
し
ご
意
見
、
ご
提
言
く
だ

さ
い
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
グ
ル
ー
プ
座
談
会

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
市
長
が

懇
談
す
る
グ
ル
ー
プ
座
談
会

の
開
催
申
し
込
み
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
5
人
以
上
の

集
り
（
政
治
的
・
宗
教
的
集

ま
り
は
除
く
）
で
、
市
長
と

懇
談
を
希
望
さ
れ
る
グ
ル
ー

プ
が
あ
れ
ば
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

広
報
広
聴
課

　

☎
(50)
1
2
0
4

2007今月の

支給実績（平成18年度決算）

支給職員1人当たり平均支給年額（平成18年度決算）

職員全体に占める手当支給職員の割合（平成18年度）

手当の種類（手当数）

1,062千円

5,391　円

23.4　％

  8

⑷特殊勤務手当（平成19年₄月₁日現在）

テーマ 人生第二章のすごし方と社会奉仕活動
■対象者　50歳以上の男女（両日とも市内全域の市民が対象）

■日　時　11月16日㈮（佐原中央公民館大会議室）
　　　　　11月20日㈫（小見川区事務所₃階多目的ホール）
　　　　　19時～20時30分（予定）
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区分

₁級

₂級

₃級

₄級

₅級

₆級

₇級

₈級

標準的な職務内容

定型的な業務を行う主事・技師の職務またはこれらと同程度
の職務

高度な知識または経験を必要とする業務を行う主事・技師
の職務またはこれらと同程度の職務

主任主事・主任技師の職務またはこれらと同程度の職務

主査の職務またはこれらと同程度の職務

副主幹の職務またはこれらと同程度の職務

主幹の職務またはこれらと同程度の職務

課長・副参事または職務の複雑困難および責任の度がこれ
らと同程度の職務

部長・会計管理者・区事務所長・参事または職務の複雑困
難および責任の度がこれらと同程度の職務

職員数

6人

32人

115人

166人

84人

57人

54人

13人

構成比

1.1％

6.1％

21.8％

31.5％

15.9％

10.8％

10.3％

2.5％

一般行政職の級別職員数の状況（平成19年₄月₁日現在）

※香取市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。標準的な職務内容とは、
それぞれの級に該当する代表的な職務です

一般行政職

技能労務職

教　育　職

大学卒

高校卒

高校卒

中学卒

短大卒

香取市

176,800円

142,800円

138,400円

---　円

175,100円

千葉県

176,800円

142,800円

142,800円

131,500円

---　円

国

Ⅱ種170,200円

138,400円

---　円

---　円

---　円

区分

⑵職員の初任給の状況（平成19年₄月₁日現在）

一般行政職

技能労務職

教　育　職

大学卒

高校卒

高校卒

中学卒

大学卒

高校卒

10年～15年

290,000円

257,800円

261,100円

---　円

320,200円

---　円

15年～20年

350,000円

298,600円

254,900円

273,900円

---　円

---　円

20年～25年

383,400円

339,200円

299,100円

248,400円

---　円

---　円

区分
経験年数

⑶職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成19年₄月₁日現在）

※(  )内は、再任用職員に係る支給割合です

⑴職員の平均年齢･平均給料月額および平均給与月額の状況
①一般行政職

区分

香取市

国

平均年齢

44歳1ヵ月

40歳7ヵ月

平均給料月額

356,600円

325,724円

平均給与月額

402,200円

383,541円

※「平均給料月額」とは、平成19年₄月₁日現在における各職種ごとの職員の基本給
の平均です。「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、
住居手当、時間外勤務手当などのすべての諸手当の額を合計したもので、地方公務員
給与実態調査で明らかにされているものです

⑴人件費の状況

住民基本台帳人口
（平成18年度末）

87,837人

　歳出額(A)

26,481,576千円

実質収支

839,260千円

人件費(B)

7,287,400千円

人件費率(B/A)

27.5％
（参考）平成17年度の人件費率は27.1％

※ 職員手当には退職手当を含みません。職員数は平成18年₄月₁日現在・公営企業等会計を含
まない人数です

⑵職員給与費の状況

職員数(A)

801人
 給料

3,371,494千円
 職員手当
461,659千円

 期末･勤勉手当
1,373,982千円

 計(B)
5,207,135千円

1人当たり
給与費(B/A)

　6,500千円

給与費

　市職員の給与や職員数などの状況を市民の皆さんにご
理解いただくため、給与などの現状をお知らせします。
� （平成19年₄月₁日現在）

問い合わせ　職員課　☎(50)1240

②技能労務職

区分

香取市

用務員

清掃職員

学校給食員

国

平均年齢

48歳9ヵ月

47歳8ヵ月

47歳7ヵ月

51歳3ヵ月

48歳8ヵ月

平均給料月額

320,000円

303,100円

340,200円

332,900円

287,094円

平均給与月額　

349,200円

328,002円

373,140円

354,914円

320,514円

区分

香取市

平均年齢

49歳4ヵ月

平均給料月額

405,200円

平均給与月額

424,700円

③教育職（幼稚園）

　 総括（平成18年度普通会計決算）1

　 職員の平均給与月額･初任給などの状況2

　 一般行政職の級別職員数などの状況3

　 職員の手当の状況4

期末手当

3.00月分

（1.60） 月分

勤勉手当

1.45月分

（0.75） 月分

期末手当

3.00月分

（1.60） 月分

勤勉手当

1.45月分

（0.75） 月分

香取市 千葉県

⑴期末手当・勤勉手当

　

人
間
は
だ
れ
で
も
﹁
幸
福

な
生
活
を
送
る
権
利
﹂
を

持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
人

権
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
人

間
が
人
間
ら
し
く
生
き
る
た

め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
権

利
で
す
。

人
権
週
間

　

12
月
4
日
㈫
か
ら
10
日
㈪

ま
で
は
人
権
週
間
で
す
。
人

権
の
正
し
い
理
解
と
、
相
手

の
立
場
を
考
え
た
明
る
い
社

会
を
築
く
た
め
、
今
年
は
次

の
こ
と
を
強
調
事
項
と
し
て

い
ま
す
。

○
育
て
よ
う
一
人
一
人
の
人

権
意
識　

︱
思
い
や
り
の

心
・
か
け
が
え
の
な
い
命
を

大
切
に
︱

○
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

○
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

○
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心

を
育
て
よ
う

○
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参

加
と
平
等
を
実
現
し
よ
う

○
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

○
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る

理
解
を
深
め
よ
う

○
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し

よ
う

○
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ

ン
病
患
者
等
に
対
す
る
偏
見

を
な
く
そ
う

○
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人

に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

○
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族

の
人
権
に
配
慮
し
よ
う

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用

し
た
人
権
侵
害
は
や
め
よ
う

○
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る

差
別
を
な
く
そ
う

○
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏

見
を
な
く
そ
う

○
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と

す
る
差
別
を
な
く
そ
う

○
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権

侵
害
問
題
に
対
す
る
認
識
を

深
め
よ
う

人
権
を
考
え
る
集
い

　

香
取
市
と
香
取
人
権
擁
護

委
員
協
議
会
香
取
支
部
で

は
、
人
権
週
間
に
ち
な
み
次

の
と
お
り
人
権
を
考
え
る
集

い
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

12
月
9
日
㈰　

13

時
15
分
～
16
時

■
場
所　

山
田
公
民
館

■
定
員　

2
0
0
人

■
内
容　

▼
講
演
﹃
人
権
が

守
ら
れ
る
街
づ
く
り
﹄
と
は

講
師
：
㈳
千
葉
県
人
権
啓
発

セ
ン
タ
ー
常
務
理
事　

鎌
田

行
平
氏
。
▼
人
権
ビ
デ
オ
▼

中
学
生
人
権
作
文
発
表
ほ
か

問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
☎
(54)
1
1
3
8

小
市
民
環
境
課☎

(82)
1
1
1
4

山
市
民
環
境
課☎

(78)
2
1
1
3

栗
市
民
環
境
課☎

(75)
2
1
1
3

人
権
週
間　

12
月
4
日
～
10
日

一
年
で
一
番
た
い
せ
つ
な

一
週
間
か
も
し
れ
な
い

一
年
で
一
番
た
い
せ
つ
な

一
週
間
か
も
し
れ
な
い

公表します市職員の給与
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平
成
11
年
か
ら
平
成
18
年
ま

で
に
入
居
し
、
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
を
受
け
て
い
る
人
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
制
度
を
適

用
し
て
い
る
人
の
中
に
は
、
税

源
移
譲
で
所
得
税
が
減
額
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
額
が
所
得
税
額
を
超
え
て

し
ま
い
、
控
除
し
き
れ
な
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
所
得
税

で
控
除
し
き
れ
な
く
な
っ
た
部

分
を
住
民
税
か
ら
控
除
し
、
税

源
移
譲
前
後
で
税
負
担
が
変
わ

ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
住

民
税
か
ら
も
減
額
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

対
象
年
度
は
平
成
20
～
28
年

度
分
で
﹁
住
民
税　

住
宅
借
入

金
等
特
別
税
額
控
除
申
告
書
﹂

の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
申
告

　

対
象
者
は
、
そ
の
年
の
3
月

15
日（
平
成
20
年
は
3
月
17
日
）

ま
で
に
、
所
定
の
用
紙
で
市
ま

た
は
税
務
署
に
次
の
い
ず
れ
か

の
控
除
申
告
書
を
提
出
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

①
給
与
収
入
の
み
で
確
定
申
告

書
を
提
出
し
な
い
納
税
者
用

（
源
泉
徴
収
票
の
添
付
が
必
要
）

②
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
納

税
者
用

■
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
額
の
金
額
は
ど
う

決
ま
る
の
？

Ａ
﹁
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
額
﹂は
、﹁
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
可
能
額
﹂
と
﹁
税
源
移

譲
前
の
税
率
を
用
い
て
算
出
し

た
所
得
税
額
﹂
の
い
ず
れ
か
少

な
い
金
額
か
ら
﹁
所
得
税
の
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
額
﹂
を
差
し
引

い
た
金
額
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
平
成
19
年
以
降
に
入
居

し
た
場
合
は
？

Ａ
﹁
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
﹂
の
適
用
は
あ
り

ま
せ
ん
。
別
途
、
所
得
税
に
お

い
て
、
新
た
な
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
制
度
の
特
例
が
設
け
ら
れ
ま

し
た
の
で
、
所
轄
の
税
務
署
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

税
源
移
譲
に
よ
る

経
過
措
置

　　　所得税から住宅
　　　ローン控除額を
引ききれなかったら

　　　所得税から住宅
　　　ローン控除額を
引ききれなかったら

控除しきれなかった分は住民税（所得割）から
控除されます

平成20年以降、住民税の住宅ローン控除の適用を
受けるためには、毎年申告が必要となります

　

平
成
19
年
度
分
住
民
税
の
み

適
用
さ
れ
ま
す
。

　

税
源
移
譲
に
よ
り
、
住
民
税

は
平
成
19
年
度
課
税
（
平
成
18

年
中
所
得
）
か
ら
適
用
さ
れ
ま

す
が
、
所
得
税
は
平
成
19
年
中

所
得
か
ら
適
用
さ
れ
る
の
で
、

所
得
の
対
象
年
が
1
年
ず
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
中
に
所
得
が
あ
っ

た
人
で
平
成
19
年
中
の
所
得
が

な
く
な
り
所
得
税
が
課
税
さ
れ

な
い
人
な
ど
は
、
住
民
税
だ
け

増
額
さ
れ
、
所
得
税
の
減
額
が

行
わ
れ
な
い
た
め
不
公
平
が
生

じ
ま
す
。

　

こ
の
問
題
を
解
消
す
る
た
め

に
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

■
対
象
者

　

次
の
㋐
と
㋑
両
方
を
満
た
す

人㋐
平
成
19
年
度
住
民
税
の
課
税

所
得
金
額
（
申
告
分
離
課
税
分

を
除
く
）
が
、
住
民
税
と
所
得

税
の
人
的
控
除
の
差
の
合
計
額

よ
り
大
き
い
人

㋑
平
成
20
年
度
住
民
税
の
課
税

所
得
金
額
（
申
告
分
離
課
税
分

を
含
む
）
が
住
民
税
と
所
得
税

の
人
的
控
除
の
差
の
合
計
額
以

下
の
人

※
人
的
控
除
の
差
、
例
基
礎
控

除
⋮
所
得
税
38
万
円
︲
住
民
税

33
万
円
＝
5
万
円

■
計
算
方
法

　

平
成
19
年
度
住
民
税
額
（
調

整
控
除
後
）
か
ら
、
平
成
19
年

度
住
民
税
額
（
税
源
移
譲
前
の

算
出
税
額
）
を
差
し
引
い
た
額

が
、
平
成
19
年
度
住
民
税
か
ら

差
し
引
く
金
額
で
す
。

■
申　

告

　

対
象
者
は
、
平
成
20
年
7

月
1
日
か
ら
31
日
ま
で
の
間

に
、
平
成
19
年
1
月
1
日
現
在

に
お
け
る
住
所
所
在
地
の
市
町

村
（
平
成
19
年
度
の
住
民
税
が

課
税
さ
れ
た
市
町
村
）
に
﹁
平

成
19
年
度
分
住
民
税
減
額
申
告

書
﹂
を
提
出
し
た
場
合
に
限
り

減
額
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課　
　
　

☎
(50)
1
2
4
2

小
税
務
課　
　

☎
(82)
1
1
1
3

山
税
務
課　
　

☎
(78)
2
1
1
5

栗
税
務
課　
　

☎
(75)
2
1
1
2

平成19年に所得が減って所得税が
課されなくなった人

所得変動に伴う住民税の還付を受けるためには、申告が必要です

平成19年に所得が減って所得税が
課されなくなった人

平成20年₇月₁日～31日までに申告してください。
申告先は平成19年₁月₁日現在、お住まいの市区町村です。

電
子
証
明
書

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
通

信
で
は
、
他
人
が
自
分
に
な

り
す
ま
し
て
申
請
を
す
る
危

険
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

通
信
途
中
で
内
容
が
改
ざ
ん

さ
れ
る
危
険
な
ど
の
課
題
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
を
解
決

す
る
た
め
に
、
書
面
手
続
で

い
え
ば
、
本
人
確
認
の
た
め

の
﹁
印
鑑
証
明
書
﹂
の
役
割

を
果
た
す
も
の
。
そ
れ
が
電

子
証
明
書
で
す
。
電
子
証
明

書
は
、
信
頼
さ
れ
る
第
三
者

機
関
が
発
行
す
る
電
子
的
な

証
明
書
で
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
な

ど
の
記
憶
媒
体
に
保
存
さ
れ

て
い
ま
す
。�

個
人
向
け
の

電
子
証
明
書
は
地
方
公
共
団

体
に
よ
る
﹁
公
的
個
人
認
証

サ
ー
ビ
ス
﹂
で
発
行
し
て
い

ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で

ら
く
ら
く
申
告
・
納
税

ｅ
︲
Ｔ
Ａ
Ｘ

　

平
成
19
年
度
の
税
制
改
正

で
、
電
子
証
明
書
の
取
得
促

進
を
目
的
と
し
て
、
電
子
証

明
書
を
有
す
る
個
人
の
電
子

申
告
に
よ
る
所
得
税
額
の
特

別
控
除
制
度
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
ｅ
︲
Ｔ
Ａ
Ｘ
（
国

税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム
）
を
利
用
し
て
平
成
19
年

分
ま
た
は
平
成
20
年
分
（
い

ず
れ
か
1
回
）
の
所
得
税

の
確
定
申
告
書
を
申
告
期
限

（
平
成
19
年
分
は
平
成
20
年

3
月
17
日
、
平
成
20
年
分
は

平
成
21
年
3
月
16
日
）
ま
で

に
提
出
す
る
際
に
、
併
せ
て

本
人
の
電
子
証
明
書
を
使
用

し
て
送
信
し
た
場
合
に
は
、

所
得
税
額
か
ら
5
0
0
0
円

（
そ
の
年
分
の
所
得
税
額
を

限
度
）
を
控
除
で
き
る
と
い

う
も
の
で
す
。

　

ｅ
︲
Ｔ
Ａ
Ｘ
は
自
宅
や
オ

フ
ィ
ス
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
て
各
種
届
出
や

申
告
が
で
き
た
り
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
な

ど
を
利
用
し
て
納
税
が
で
き

た
り
、
と
て
も
便
利
な
シ
ス

テ
ム
で
す
。

　

税
金
の
早
期
還
付
や
書
類

添
付
の
一
部
省
略
な
ど
、
ま

す
ま
す
便
利
な
ｅ
︲
Ｔ
Ａ
Ｘ

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

な
お
、
確
定
申
告
時
期
が

近
づ
く
と
、
電
子
証
明
書
の

取
得
窓
口
が
混
み
合
う
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
お
願
い
し
ま
す
。

■
電
子
証
明
書
の
取
得
⋮

　

市
民
生
活
課
、
各
区
市
民

環
境
課
の
窓
口
で
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
を
入
手
し
、
電

子
証
明
書
新
規
発
行
の
申
請

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

電
子
証
明
書
を
活
用
！

　
﹁
従
来
の
方
式
﹂
と
﹁
控
除

率
を
引
き
下
げ
て
控
除
期
間
を

延
長
す
る
方
式
（
10
年
か
ら
15

年
に
延
長
）
の
選
択
制
を
と
る

特
例
が
創
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
ど
う
い
う
場
合
に
、
住

民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
の
対
象
と
な
る
の
？

Ａ
給
与
所
得
者
は
、
平
成

19
年
分
の
給
与
所
得
の

源
泉
徴
収
票
の
摘
要
欄
に
﹁
住

宅
借
入
金
等
特
別
控
除
可
能

額
﹂
が
記
載
さ
れ
、
こ
の
金
額

が
源
泉
徴
収
票
の
﹁
住
宅
借
入

金
等
特
別
控
除
の
額
﹂
よ
り
大

き
い
場
合
に
、
住
民
税
の
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

住
民
税
の

住
宅
ロ
ー
ン
控
除

所
得
の
変
動
に
よ
る

住
民
税
の
還
付
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■
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ

タ
の
入
手
⋮

　

家
電
量
販
店
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
販
売
な
ど
で
購
入

問
い
合
わ
せ

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス

市
民
生
活
課
☎
(50)
1
2
1
0

　

市
民
環
境
課

☎
(82)
1
1
1
4

　

市
民
環
境
課☎

(78)
2
1
1
3

　

市
民
環
境
課☎

(75)
2
1
1
3

ｅ
︲
Ｔ
Ａ
Ｘ

佐
原
税
務
署
☎
(54)
1
3
3
1

HPhttp://www.e-tax.nta.go.jp

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付

し
た
全
額
が
所
得
税
・
市
民
税

な
ど
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保

険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
場

合
は
、今
年
1
年
間
に
納
付（
納

付
見
込
み
を
含
む
）
し
た
国
民

年
金
保
険
料
を
証
明
す
る
書
類

の
添
付
な
ど
が
必
要
で
す
。

毎
年
11
月
初
旬
に
送
付

　

生
命
保
険
会
社
な
ど
が
発
行

す
る
控
除
証
明
書
と
同
様
に
、

1
年
間
に
納
付
し
た
国
民
年
金

保
険
料
の
額
を
証
明
す
る
﹁
社

会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
﹂（
は
が
き
）
が
、

社
会
保
険
庁
か
ら
毎
年
11
月
初

旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

証
明
内
容
は
本
年
1
月
か
ら

10
月
1
日
ま
で
に
納
付
さ
れ
た

国
民
年
金
保
険
料
額
と
、
年
内

に
納
付
が
見
込
ま
れ
る
場
合
の

納
付
見
込
み
額
で
す
。

　

納
付
忘
れ
な
ど
が
あ
る
場
合

も
、
年
内
に
納
付
す
れ
ば
、
今

年
分
の
控
除
と
し
て
申
告
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

2
月
初
旬
に

送
付
さ
れ
る
場
合

　

年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に

加
入
し
た
場
合
な
ど
、
10
月
2

日
以
降
に
本
年
初
め
て
保
険
料

を
納
付
す
る
人
は
、
翌
年
2
月

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

（
以
下
住
基
カ
ー
ド
）
は
2

種
類
あ
り
ま
す
。
氏
名
と
有

効
期
限
な
ど
が
表
面
に
記
載

さ
れ
た﹁
写
真
無
し
タ
イ
プ
﹂

と
、
こ
れ
に
住
所
と
生
年
月

日
、
性
別
、
顔
写
真
が
追
加

さ
れ
た﹁
写
真
付
き
タ
イ
プ
﹂

を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

住
基
カ
ー
ド
は
持
ち
歩
き

に
便
利
な
上
、
本
人
確
認
の

た
め
の
証
明
書
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
写
真
付
き
住
基

カ
ー
ド
は
、
公
的
な
証
明
書

と
し
て
利
用
で
き
る
大
変
便

利
な
カ
ー
ド
で
す
。

　

さ
ら
に
、
運
転
免
許
証
な

ど
に
は
本
人
確
認
に
必
ず
し

も
必
要
で
は
な
い
本
籍
地
な

ど
の
個
人
情
報
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
住
基
カ
ー
ド

は
必
要
最
小
限
の
情
報
し
か

記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

個
人
情
報
の
保
護
が
、
よ
り

配
慮
さ
れ
た
証
明
書
と
い
え

ま
す
。

　

携
帯
電
話
の
新
規
契
約
や

パ
ス
ポ
ー
ト
の
新
規
発
行
な

ど
の
ほ
か
、
住
基
カ
ー
ド
で

本
人
確
認
を
す
る
企
業
も
増

え
て
き
ま
し
た
。
写
真
付
き

住
基
カ
ー
ド
を
便
利
で
安
心

し
て
利
用
で
き
る
公
的
な
証

明
書
と
し
て
使
っ
て
み
ま
せ

ん
か
？

■
交
付
手
数
料　

5
0
0
円

※
併
せ
て
電
子
証
明
書
を
取

得
し
て
お
け
ば
ｅ
︲
Ｔ
Ａ
Ｘ

の
利
用
が
で
き
ま
す
。
発
行

手
数
料
は
別
途
5
0
0
円

問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
☎
（50）
1
2
1
0

　

市
民
環
境
課☎

（82）
1
1
1
4

　

市
民
環
境
課☎

（78）
2
1
1
3

　

市
民
環
境
課☎

（75）
2
1
1
3

初
旬
に
同
様
の
証
明
書
が
送
付

さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
平

成
19
年
中
に
国
民
年
金
の
保
険

料
を
納
付
し
た
人
全
員
に
、
こ

の
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告

の
手
続
き
の
際
は
、
必
ず
こ
の

証
明
書
や
領
収
証
書
を
添
付
な

ど
し
て
く
だ
さ
い
。

世
帯
で
連
帯
し
て
納
付

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
被
保

険
者
本
人
だ
け
で
は
な
く
、
そ

の
世
帯
の
世
帯
主
お
よ
び
配
偶

者
も
連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務

が
あ
り
ま
す
。

　

ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
し
た
場
合
は
、
そ
の
納

付
額
の
全
額
が
納
付
し
た
人
の

所
得
税
な
ど
の
控
除
対
象
と
な

り
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
場

合
は
、
年
末
調
整
な
ど
の
手
続

き
の
際
に
、
ご
自
身
の
社
会
保

険
料
の
額
と
合
算
し
て
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
は
、

家
族
分
の
証
明
書
も
申
告
す
る

人
の
申
告
書
に
添
付
な
ど
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
5
7
0
(00)
9
9
1
1

Ｉ
Ｐ
電
話
用

　
﹁
も
っ
た
い
な
い
﹂
い
ま
や

国
際
的
な
言
葉
と
な
っ
た
こ
の

日
本
語
。
ほ
ん
の
少
し
の
意
識

で
実
践
で
き
る
の
が
マ
イ
箸
運

動
で
す
。

　

マ
イ
箸
運
動
を
実
践
す
る
こ

と
で
環
境
意
識
の
向
上
以
外
に

も
、
得
ら
れ
る
も
の
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば﹃
箸
﹄

と
い
う
日
本
文
化
に
触
れ
る
こ

と
や
、
食
事
の
マ
ナ
ー
を
学
べ

る
な
ど
。
こ
の
ほ
か
に
も
み
な

さ
ん
の
視
点
で
新
し
い
発
見
や

新
鮮
な
驚
き
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

ま
ず
は
マ
イ
箸
を
持
参
し
、

割
り
箸
を
使
わ
ず
、
物
を
大
切

に
す
る
意
識
を
高
め
る
き
っ
か

け
に
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
イ
箸
＆

マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

11
月
18
日
㈰
に
開
催
さ
れ

る
、
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス
タ
さ
わ

ら
2
0
0
7
会
場
内
の
飲
食
店

を
ご
利
用
の
際
、
マ
イ
箸
を
持

参
し
割
り
箸
を
断
っ
た
人
に
1

食
に
つ
き
1
個
、
交
換
券
に
ス

タ
ン
プ
を
申
し
出
に
よ
り
押
印

し
ま
す
。

　

2
個
貯
ま
れ
ば
、
佐
原
中
央

公
民
館
3
階
大
会
議
室
の
マ
イ

バ
ッ
グ
コ
ー
ナ
ー
で
マ
イ
バ
ッ

グ
と
交
換
し
ま
す
（
1
人
1
袋

で
、
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
品
切
れ
の
際
は
ご
了
承
く
だ

さ
い
）。

■
日
時　

11
月
18
日
㈰　

9
時

～
15
時
（
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス
タ

さ
わ
ら
2
0
0
7
会
場
内
）

■
場
所　

佐
原
中
央
公
民
館
3

階
大
会
議
室

※
交
換
券
は
、
ふ
る
さ
と
フ
ェ

ス
タ
新
聞
折
込
チ
ラ
シ
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
当
日
マ
イ

バ
ッ
グ
コ
ー
ナ
ー
で
も
用
意
し

て
い
ま
す

問
い
合
わ
せ　

環
境
安
全
課

☎
(50)
1
2
4
8

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
、
箸
と
環
境
の
こ
と
⋮

マ
イ
箸は

し

を
持
っ
て

マ
イ
バ
ッ
グ
を
も
ら
お
う
！

☎
0
4
5
（
3
2
6
）
1
8
4
0

（
11
月
1
日
～
平
成
20
年
3
月

16
日
、
平
日
9
時
～
17
時
）

社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

HPhttp://w
w
w
.sia.go.jp/

国
保
年
金
課　

☎
(50)
1
2
2
8

公的証明書に
写真付き

住基カード

▲住基カード見本「写真付きタイプ」

国
民
年
金
保
険
料

社
会
保
険
料
控
除
に
全
額
が
対
象

7 広報【行政情報】

　市では、不用となった公用車を、一般競争入札によ
り、市民の皆さんに売却します。
■入札対象物件　普通乗用車　₂台（現状引渡し）
■入札方法　一般競争入札（最低売却価格有り）
■入札できる人　運転免許証を有する満20歳以上で市
内に住民登録または外国人登録のある人、市内に事業
所を有する法人

■申込方法　入札参加資格・申込方法の詳細は、財政
課、各区事務所自治振興課で配布する入札説明書をご
覧ください。なお、香取市ホームページでもご覧いた
だけます。HP�http://www.city.katori.lg.jp/

■受付期間　11月16日㈮～30日㈮　₉時～17時（土・
日・祝祭日。および正午～13時除く）

■物件公開期間・場所　11月16日㈮～22日㈭　₉時～
16時（正午～13時除く。公開期間中は土・日曜日も公
開）　市役所車庫

■入札日時・場所　12月₄日㈫　10時～　市役所₃階
301会議室

問い合わせ　財政課　☎(50)1207

車 種・ 型 式

初度登録年月

車検有効期限

走 行 距 離 数

最低売却価格

車 種・ 型 式

初度登録年月

車検有効期限

走 行 距 離 数

最低売却価格

トヨタ クラウンロイヤルサルーンＧ

GF-JZS155

平成11年₄月

平成20年₄月14日

125,368㎞

300,000円

ニッサン シーマ

E-FGY33

平成₉年₃月

平成20年₃月30日

130,205㎞

350,000円

■入札対象物件（10/31現在）

公用車を売却します
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▲華麗にハードルをこえる齋藤功貴選手

▲筑波大学ダンス部による創作ダンス

▲基調講演をする山本博准教授

香
取
市
に
は
、楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
や
出
来
事
が
盛
り
だ

く
さ
ん
。

こ
こ
で
は
、そ
ん
な
ホ
ッ
ト

な
ま
ち
の
話
題
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

若
き
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
の
栄
冠

秋
田
わ
か
杉
国
体
入
賞
者
を
表
彰

　

馬
術
競
技
で
優
勝
し
た
、
齋
藤

さ
ん
と
林
さ
ん
は
﹁
今
後
は
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
目
指
し
て
が
ん

ば
り
た
い
﹂
と
抱
負
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

市
長
特
別
表
彰

（
国
体
全
国
優
勝
者
）

▼
齋
藤
功こ
う

貴き

（
岩
部
・
多
古
高
）

馬
術
競
技
少
年
ダ
ー
ビ
ー
優
勝

馬
術
競
技
少
年
リ
レ
ー
優
勝

同
ス
ピ
ー
ド
ア
ン
ド
ハ
ン
デ
ィ
ネ

ス
第
2
位

▼
林　

忠
寛
（
沢
・
多
古
高
）

馬
術
競
技
少
年
リ
レ
ー
優
勝

同
少
年
標
準
障
害
第
3
位

教
育
委
員
会
表
彰

（
国
体
6
位
入
賞
者
）

▼
小
川
直
子
（
佐
原
高
・
多
古
町
）

陸
上
競
技
少
女
A 

4
0
0
m

ハ
ー
ド
ル
第
5
位

▼
浅
井　

健
た
け
し（
一
ノ
分
目
）、
鈴

木
喜
幸
（
一
ノ
分
目
）、
田
村
直

也
（
入
会
地
）、
石
毛
摩ま

耶や

（
下

飯
田
）

カ
ヌ
ー
競
技
少
年
男
子
カ
ヤ
ッ
ク

フ
ォ
ア
2
0
0
m
第
6
位
（
銚
子

商
業
高
）

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

ポーツへの思い熱く語る
スポーツと地域づくりシンポジウムス

　国体開催決定記念イベント『スポーツと地域づくりシンポジウム』
が10月21日、佐原文化会館で開催されました。
　基調講演には、「スポーツが与えてくれたもの～俺とアーチェリー
～」と題し、アテネオリンピックアーチェリー男子個人銀メダリスト、
山本博日本体育大学女子短期大学部准教授が登場。国体に出場した
ときに体験した開催地の人たちとのふれあいなどスポーツから学ん
だことをユーモアを交えながら話しました。
　この後、パネルディスカッションが行われ、スポーツと地域づく
りの各分野の視点から話し合
いが行われました。
　また、アトラクションでは、
全日本高校・大学ダンスフェ
スティバル創作コンクール部
門で文部科学大臣賞を受賞し
た筑波大学ダンス部によるダ
ンスが披露されいっそう会場
を盛り上げました。

　

9
月
29
日
か
ら
10
月
9
日
ま

で
、秋
田
県
で
開
催
さ
れ
た﹁
秋

田
わ
か
杉
国
体
﹂
で
、
馬
術
競

技
2
種
目
優
勝
を
は
じ
め
、
陸

上
競
技
・
カ
ヌ
ー
競
技
12
種
目

で
入
賞
と
い
う
す
ば
ら
し
い
成

績
を
収
め
ま
し
た
。

　

11
月
5
日
に
は
市
長
特
別
表

彰
、
教
育
委
員
会
表
彰
授
与
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

園
児
が
食
の
体
験
活
動

分
で
作
る
と
お
い
し
い
ね

自

　

園
児
た
ち
に
楽
し
く
食
の

大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら
う
た

め
、
栗
源
保
育
所
で
と
ん
汁

作
り
が
10
月
30
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

食
材
に
は
、
園
児
た
ち
が

栽
培
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
や
地

元
で
採
れ
た
野
菜
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
い
、
園
児
た
ち
自
ら

が
包
丁
を
持
っ
て
と
ん
汁
作

り
を
し
ま
し
た
。

　

普
段
使
わ
な
い
包
丁
に
悪

戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、
出
来

上
が
っ
た
と
ん
汁
を
ほ
お
張

り
な
が
ら
﹁
お
い
し
ぃ
～
﹂

と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し

た
。

▲包丁を使い野菜を切る園児たち

･目･心を使って音楽を聴く
山倉小で芸術鑑賞会耳

　地域と学校が一体と
なった芸術鑑賞会が、
11月₁日に山倉小学校
で開催されました。
　鑑賞会では山田中学
校吹奏楽部の演奏が行
われ、観客には山倉小
学校児童をはじめ、地
域のみなさんも集ま
り、迫力ある演奏に大
きな拍手が上がっていました。また、児童たちは休憩時間を使っ
て、吹奏楽部のおにいさんおねえさんから普段触れる機会の少な
い楽器について楽しそうに教わっていました。

▲吹奏楽部の演奏を熱心に聴く児童たち

▲左後から齋藤功貴さん、林忠寛さん、宇井市長、関教育長、小川直子さん、浅井健さん
左前から田村直也さん、石毛摩耶さん、鈴木喜幸さん
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香
取
遺
産

「中世の木製塔婆」

永
え い

禄
ろ く

₄年銘の卒
そ

塔
と

婆
ば

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
皆
さ
ん
に
読
ん
で

ほ
し
い
本
を
紹
介
し
ま

す
。
小
説
や
エ
ッ
セ
イ
、

旅
行
記
や
絵
本
な
ど
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で

い
ま
す
。

今月のおすすめ
環
境
問
題
は
な
ぜ
ウ
ソ
が
ま
か

り
通
る
の
か 

武
田
邦
彦
著

　

資
源
7
倍
、
ご
み
7
倍
に

な
る
リ
サ
イ
ク
ル
、
猛
毒
に
仕

立
て
上
げ
ら
れ
た
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
、
地
球
温
暖
化
を
防
げ
な
い

京
都
議
定
書
。
環
境
問
題
は
人

を
だ
ま
し
や
す
い
！
﹁
故
意
の

誤
報
﹂
を
明
ら
か
に
す
る
、
安

易
な
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
運
動
に

警
鐘
を
鳴
ら
す
書
。

お
気
に
入
り
の
布
で
！
思
い
出

の
服
で
！　

手
で
編
む
可
愛
い

布
ぞ
う
り　
　
　

小
石
正
子
著 

　

布
で
編
む
和
の
室
内
履
き
、

布
ぞ
う
り
。古
着
は
も
ち
ろ
ん
、

ど
ん
な
素
材
で
も
作
れ
、
素
材

と
カ
タ
チ
の
組
み
合
わ
せ
次
第

で
、
い
ろ
ん
な
顔
の
布
ぞ
う
り

が
で
き
あ
が
り
ま
す
。
洋
服
や

着
物
の
裁
断
の
方
法
も
紹
介
。

き
れ
い
な
小
判
型
に
編
め
る
型

紙
付
き
。

暴
走
老
人
！　
　

藤
原
智
美
著

　

病
院
で
の
待
ち
時
間
に
耐
え

ら
れ
ず
床
に
転
が
る
。
店
の

サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
で
い

つ
ま
で
も
怒
鳴
り
散
ら
す
⋮
。

﹁
新
﹂
老
人
は
、
若
者
よ
り
も

キ
レ
や
す
い
。
現
代
社
会
に
大

量
に
生
み
出
さ
れ
る
孤
独
な
老

人
た
ち
の
﹁
暴
走
﹂
の
底
に
隠

さ
れ
て
い
る
も
の
と
は
？

だ
ご
だ
ご　

こ
ろ
こ
ろ

石
黒
渼
子
・
梶
山
俊
夫
／
再
話

梶
山
俊
夫
／
絵

　

あ
る
日
、
ば
あ
さ
ん
が
だ

ご
（
だ
ん
ご
）
を
作
っ
て
じ
い

さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
持
っ
て
い
く

と
、だ
ご
が
こ
ろ
こ
ろ
転
が
り
、

鬼
の
棲
む
穴
の
中
へ
落
ち
て
し

ま
っ
た
。
鬼
に
つ
か
ま
り
、
だ

ご
を
作
ら
さ
れ
る
ば
あ
さ
ん
の

と
こ
ろ
へ
飛
ん
で
来
た
の
は
以

前
、
ば
あ
さ
ん
が
助
け
た
赤
と

ん
ぼ
だ
っ
た
。
赤
と
ん
ぼ
は
な

ぜ
赤
く
な
っ
た
の
か
。

▲卒塔婆の模式図

▲小見川若鳶会によるはしごのり

　

卒
塔
婆
は
、
古
代
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
語
の
梵ぼ
ん

字じ

や
経
文
な
ど

を
記
し
、
死
者
の
追
福
の
た
め

に
墓
な
ど
に
立
て
る
も
の
で
、

現
在
で
も
墓
石
の
後
ろ
な
ど
に

塔
形
の
細
長
い
板
を
立
て
て
あ

る
の
を
よ
く
見
ま
す
。

　

こ
こ
で
と
り
あ
げ
る
の
は
、

大お
お

崎さ
き

城
じ
ょ
う

跡あ
と
（
市
指
定
史
跡
）
の

発
掘
調
査
で
出
土
し
た
、
永
禄

4
年
（
1
5
6
1
）
の
紀
年
銘

を
も
つ
卒
塔
婆
で
す
。

　

こ
の
卒
塔
婆
は
、
濠ほ
り

跡あ
と

か
ら

動
物
の
骨
な
ど
と
共
に
廃
棄
さ

れ
た
状
態
で
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
直
径
約
3
・
5�

㎝
、
長
さ

約
1
5
0�

㎝
の
桜
木
を
樹
皮
を

残
し
た
ま
ま
削
い
で
、
空
風
火

水
地
を
表
す
﹁
発ほ
っ

心し
ん

門も
ん

﹂
梵
字
、

﹁
光こ
う

明
み
ょ
う

真し
ん

言ご
ん
﹂（
呪
文
）
梵
字
を
記

し
、そ
の
下
に﹁
法ほ

華け

経
き
ょ
う

如に
ょ

来ら
い

寿じ

量り
ょ
う

品ぼ
ん
﹂
と
い
う
お
経
の
句
、
さ

ら
に
そ
の
下
に
回え

向こ
う

文ぶ
ん

を
漢
字

で
二
行
に
書
き
分
け
て
い
ま
す
。

　

回
向
文
に
は
﹁
□
□
信
女
﹂

云
々
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

卒
塔
婆
は
女
性
を
供
養
す
る
た

め
に
作
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

　

当
地
で
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら

室
町
時
代
に
か
け
て
大
小
さ
ま

ざ
ま
な
石
製
卒
塔
婆
（
下
総
式

板い
た

碑び

）
が
数
多
く
作
ら
れ
ま
す

が
、
木
製
卒
塔
婆
の
発
見
例
は

初
め
て
で
あ
り
、
当
時
の
庶
民

の
信
仰
を
知
る
上
で
大
変
貴
重

な
資
料
で
す
。

　小見川藩商人街はん
なり市が10月20日、小
見川区事務所駐車場で
行われました。
　特設ステージでは、
小見川中学校ブラスバ
ンドの演奏、小見川中
央小学校子ども芸座の
披露、小見川雅会の雅
楽演奏やダンスライブ
などが行われ、会場を
盛り上げました。
　また、小見川若鳶会
によるはしごのりも披
露され、みごとな演技
に歓声が上がっていま
した。
　地元商店街からもた
くさんの出店があり、
子どもたちは、金魚す
くいや珍しい駄菓子に
大喜びで、楽しい時間
を過ごしていました。

10月21日限りある資源を大切に

10月10･11日地域社会活動がたたえられ
　全国老人クラブ大会
で、「新里高齢者クラブ」
が優良老人クラブ表彰
を受けました。同クラブ
は、勤労奉仕作業や児童
の見守り活動など、地域
の社会活動に積極的に参
加していることが認めら
れ、今回の受賞となりま
した。

　資源となる新聞紙や雑
誌などを回収する「リサ
イクルの日」が栗源区で
行われました。捨てれば
ただのごみでも、リサ
イクルすることができま
す。地域の皆さんの協力
により、たくさんの古紙
を回収することができま
した。

10月18日愛情たっぷり離乳食教室
　赤ちゃんを持つママの
ための離乳食教室が、佐
原保健センターで行われ
ました。栄養満点のおい
しい離乳食を作るため、
真剣な表情で説明を聞い
ていました。調理実習も
行われ、和やかな雰囲気
の中、母親同士の親睦も
深まりました。

立ち寄りなせぇ～
小見川藩商人街はんなり市お

キ
ヤ

カ

ラ

バ

ア

オ
ン

ア

ボ

キ
ャ

ベ
イ

ロ

シ
ャ

ナ
ウ

マ

カ

ボ

ダ
ラ

マ

ニ

ハ
ン

ド
マ

ヂ
ン
バ

ハ
ラ

バ

リ
タ

ヤ

ウ
ン

（
東
発
心
門
）

（
光
明
真
言
）

ラ

▲説明を真剣に聞く参加者

▲古紙回収作業を行う参加者

▲地域社会活動を行う新里老人クラブ

日
月



広報 102007年（平成19年）11月15日

■
持
ち
物　

ハ
ー
ド
コ
ー
ト
用

シ
ュ
ー
ズ
、
ラ
ケ
ッ
ト

問
千
葉
県
立
東
庄
県
民
の
森
管

理
事
務
所

　
　

☎
0
4
7
8
(87)
0
3
9
3

■
日
時　

11
月
22
日
㈭　

18
時

～
（
予
約
不
要
）

■
場
所　

県
立
佐
原
病
院
1
階

多
目
的
ホ
ー
ル

■
内
容　
﹁
口
腔
内
の
腫
瘍
﹂　

講
師:

県
立
佐
原
病
院
特
殊
歯

科
・
口
腔
外
科　

村
野
彰
行
歯

科
医
長

■
参
加
費　

無
料

問
県
立
佐
原
病
院☎

(54)
1
2
3
1

■
対
象　

県
内
の
オ
ス
ト
メ
イ

ト
と
そ
の
家
族
、
医
療
関
係
者

■
日
時　

12
月
1
日
㈯　

12
時

～
16
時
（
受
付
11
時
30
分
～
）

■
場
所　

船
橋
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
﹁
竹
の
間
﹂（
船
橋
市
本
町

7
︲
11
︲
1
）

☎
0
4
7
（
4
2
5
）
1
1
2
1

■
内
容

▼
補
装
具
相
談
コ
ー
ナ
ー　

12

時
～
13
時
と
休
憩
時
間

▼
講
演
と
質
疑　

13
時
～
16
時

①
﹁
消
化
器
ス
ト
ー
マ
造
設
後

の
長
期
的
管
理
に
つ
い
て
﹂
講

師:

船
橋
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー

副
院
長
・
外
科
部
長　

渡
辺
義

二
先
生
、
②
﹁
ス
ト
ー
マ
周
囲

皮
膚
の
ケ
ア
に
つ
い
て
﹂﹁
尿

も
れ
の
種
類
と
対
応
に
つ
い

て
﹂
講
師:

同
セ
ン
タ
ー
Ｗ
Ｏ

Ｃ
（
皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
認
定
看

護
師
）
大
塚
眞
由
美
先
生

■
参
加
費　

無
料

問
千
葉
県
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会

☎
0
4
7
（
4
5
2
）
6
4
3
3

（
月
・
火
・
金
曜
日
の
み
）

■
日
時　

12
月
9
日
㈰　

9
時

～
正
午
（
毎
月
第
2
日
曜
日
）

■
場
所
・
定
員　

小
見
川
消
防

署
20
人
・
佐
原
消
防
署
10
人（
い

ず
れ
も
先
着
順
）

■
申
し
込
み　

開
催
月
の
第
1

日
曜
日　

17
時
ま
で

※
3
時
間
の
講
習
会
受
講
者
に

は﹁
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
修
了
証
﹂

が
交
付
さ
れ
ま
す

問
小
見
川
消
防
署

　
　
　
　
　
　

☎
(83)
0
1
1
9

佐
原
消
防
署　

☎
(52)
4
1
1
1

■
日
時　

12
月
1
日
㈯　

13
時

30
分
～
15
時
30
分（
開
場
13
時
）

■
場
所　

千
葉
県
立
東
部
図
書

館
3
階
研
修
室

■
内
容　
﹁
伊
藤
左
千
夫
と
房

総
の
阿あ

羅ら

ら々

木ぎ

歌か

人じ
ん

﹂
講
師:

加
藤
時
男
氏
（
千
葉
県
文
書
館

古
文
書
調
査
員
）

■
参
加
費　

無
料

■
定
員　

1
0
0
人
（
前
日
ま

で
は
先
着
70
人
、
開
催
当
日
は

来
館
の
み
受
け
付
け
で
、
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

申
電
話
ま
た
は
来
館
で
千
葉
県

■
4
カ
月
児
健
診

栗
⋮
21
日
㈮
1�
時
～
1�
時
�0
分　
︵
平
成
19
年
7
～
8
月
生
︶

山
⋮
21
日
㈮
1�
時
～
1�
時
15
分　
︵
平
成
19
年
8
月
生
︶

■
10
カ
月
児
健
診

佐
⋮
12
日
㈬
1�
時
～
1�
時
�0
分　
︵
平
成
19
年
1
～
2
月
生
︶

栗
⋮
21
日
㈮
1�
時
～
1�
時
�0
分　
︵
平
成
19
年
1
～
2
月
生
︶

山
⋮
7
日
㈮
1�
時
～
1�
時
15
分　
︵
平
成
19
年
2
月
生
︶

■
1
歳
6
カ
月
児
健
診

佐
⋮
19
日
㈬
1�
時
～
1�
時
�0
分　
︵
平
成
18
年
6
月
生
︶

小
⋮
4
日
㈫
1�
時
～
1�
時
�0
分　
︵
平
成
18
年
5
～
6
月
生
︶

■
2
歳
児
歯
科
健
診

小
⋮
14
日
㈮
1�
時
～
1�
時
�0
分　
︵
平
成
17
年
6
～
7
月
生
︶

■
3
歳
児
健
診

佐
⋮
18
日
㈫
1�
時
～
1�
時
15
分　
︵
平
成
16
年
6
月
生
︶

小
⋮
5
日
㈬
1�
時
～
1�
時
�0
分　
︵
平
成
16
年
7
～
8
月
生
︶

■
離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

佐
⋮
14
日
㈮
1�
時
15
分
～
1�
時
�0
分

■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

佐
⋮
4
日
㈫
1�
時
�0
分
～
1�
時
50
分　

小
⋮
12
日
㈬
12
時
�0
分
～
1�
時
45
分

山
⋮
4
日
㈫
1�
時
�0
分
～
14
時
15
分　

栗
⋮
11
日
㈫
1�
時
�0
分
～
14
時

■
ポ
リ
オ
予
防
接
種

佐
⋮
20
日
㈭
1�
時
�0
分
～
1�
時
50
分　
　

栗
⋮
4
日
㈫
1�
時
�0
分
～
14
時　

■
三
種
混
合
予
防
接
種

佐
⋮
市
内
契
約
医
療
機
関
で
接
種　

小
⋮
1�
日
㈭
12
時
�0
分
～
1�
時
45
分

山
⋮
4
日
㈫
1�
時
�0
分
～
14
時
15
分　
　

栗
⋮
4
日
㈫
1�
時
�0
分
～
14
時

■
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

佐
⋮
市
内
契
約
医
療
機
関
で
接
種　

小
⋮
12
日
㈬
12
時
�0
分
～
1�
時
45
分

山
⋮
小
見
川
総
合
病
院
で
接
種　

栗
⋮
11
日
㈫
1�
時
�0
分
～
14
時

佐
⋮
5
日
㈬
1�
時
～
14
時
�0
分　

小
⋮
�
日
㈪
9
時
�0
分
～
16
時

山
⋮
17
日
㈪
9
時
～
16
時　

栗
⋮
17
日
㈪
1�
時
～
14
時
�0
分

佐
⋮
佐
原
保
健
セ
ン
タ
ー

小
⋮
4
・
10
カ
月
児
健
診
、
マ
マ
パ
パ
・
プ
レ
マ
マ
教
室
：
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

そ
の
他
：
小
見
川
区
事
務
所　

山
⋮
山
田
保
健
セ
ン
タ
ー　

栗
⋮
栗
源
保
健
セ
ン
タ
ー

※
表
記
の
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。︵　

︶内
は
今
回
の
対
象
者
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

健
康
づ
く
り
課　
　

☎
(50)
1
2
3
5　

小
健
康
福
祉
課　
　

☎
(82)
1
1
1
5

山
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
(78)
2
1
4
2　

栗
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
(75)
3
0
0
0

親
子
と
成
人
の
保
健

12
月
1
日
～
28
日

成
人
の
健
康
相
談

親
子
の
健
康
相
談
と
予
防
接
種

各
区
の
開
催
場
所

暮
ら
し
の

情
報

　…問い合わせ　　…申し込み　　…受け付け　　…応募　　 …フリーダイヤル　　 …ファクス　　…メールアドレス　　…ホームページアドレスHP

　

日
常
で
は
あ
ま
り
経
験
す
る

こ
と
が
な
い
客
船
で
の
航
海
、

多
世
代
と
の
集
団
生
活
、
寄
港

地
で
の
自
然
体
験
な
ど
を
通
じ

て
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
、
礼
節
な

ど
、
社
会
性
を
学
ぶ
こ
と
を
目

的
と
し
た
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
主
催
の

体
験
ク
ル
ー
ズ
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
対
象　

小
学
校
4
年
生
～
中

学
校
3
年
生
の
男
女

■
実
施
期
間　

平
成
20
年
3
月

26
日
㈬
～
31
日
㈪（
5
泊
6
日
・

い
ず
れ
も
船
内
泊
）

■
寄
港
地　

小
笠
原
諸
島
・
父

島■
参
加
費　

8
万
円

※
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早

め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い

申
12
月
14
日
㈮
ま
で
に
各
担
当

課
へ

小
見
川
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎
(82)
1
0
0
0

山
田
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎
(78)
3
2
0
4

栗
教
育
課　
　

☎
(75)
2
1
1
7

　

基
本
の
お
太
鼓
（
帯
結
び
）

を
学
び
ま
す
。
初
心
者
向
け
な

の
で
気
楽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

12
月
1
日
、
8
日
、

15
日
、
22
日　

い
ず
れ
も
土
曜

日
の
19
時
～

■
場
所　

栗
源
公
民
館

■
参
加
費　

無
料

■
持
ち
物　

着
物
、名
古
屋
帯
、

小
物
類
な
ど

申
11
月
26
日
㈪
ま
で
に
電
話
ま

た
は
直
接
栗
教
育
課
へ

☎
(75)
2
1
1
7

　

大
型
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

や
、
紙
で
作
る
か
ん
た
ん
ク
リ

ス
マ
ス
リ
ー
ス
な
ど
で
、
一
足

早
く
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
ん
で

み
ま
せ
ん
か
？

■
対
象　

幼
児
（
3
歳
以
上
）

と
保
護
者
・
小
学
生

■
日
時　

12
月
9
日
㈰　

14
時

～
15
時

■
場
所　

佐
原
中
央
公
民
館
2

階
和
室

■
内
容　

絵
本
の
読
み
聞
か

せ
、
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

■
定
員　

30
人
程
度

■
参
加
費　

無
料

申
佐
原
中
央
図
書
館

☎
(55)
1
3
4
3

■
対
象　

小
学
生
以
上
50
人

（
先
着
順
）

■
日
時　

11
月
18
日
㈰　

9
時

30
分
～
15
時
（
受
付
9
時
～
・

雨
天
中
止
）

■
場
所　

千
葉
県
立
東
庄
県
民

の
森　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
内
容　

硬
式
テ
ニ
ス
の
基
本

か
ら
応
用
、
試
合
ま
で
の
技
術

■
参
加
費　

中
学
生
以
下

1
0
0
0
円　

大
人
1
5
0
0

円
（
昼
食
、
飲
み
物
、
保
険
代

を
含
む
）

募集

講座
教室

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と

か
ん
た
ん
工
作
教
室

Ｂ
＆
Ｇ

体
験
ク
ル
ー
ズ
参
加
者

県
立
佐
原
病
院

健
康
教
室

オ
ス
ト
メ
イ
ト

社
会
適
用
訓
練
講
習
会

テ
ニ
ス
教
室

応
急
手
当

救
命
講
習
会

着
付
教
室

【暮らしの情報】

〈広告〉

時間：あさ9時～ごご1時
場所：佐原北口ホール

〈広告〉

（男子・女子取り扱っております）

〈広告〉

葬　祭　業

（おみがわ聖苑隣り）
自宅葬・家族葬・ホール葬・社葬

℡ 0 4 7 8 （ 8 3 ） 4 1 9 4

香 取 ホ ー ル

県
立
東
部
図
書
館

文
学
講
座

11
月     1 2 � 

 4 5 6 7 8 9 10 

11 12 1� 14 15 16 17 

18 19 20 21 22 2� 24 

25 26 27 28 29 �0

2007. November



11 広報 2007年（平成19年）11月15日

市民生活課　　☎(54)1138　　 市民環境課　☎(82)1114
市民環境課　☎(78)2113　　 市民環境課　☎(75)2113

山田区事務所　　11月28日㈬　予約日11月16日㈮
市役所　　　　　12月12日㈬　予約日12月₃日㈪
小見川区事務所　12月26日㈬　予約日12月17日㈪

●行政相談・人権相談
　11月20日㈫　　13時30分～15時30分
　市民生活課　　☎(54)1138
　12月20日㈭　　13時30分～15時30分
　市民生活課　　☎(54)1138　　 市民環境課　☎(82)1114
　 市民環境課　☎(78)2113　　 市民環境課　☎(75)2113
●消費生活相談　₉時～17時

市民生活課　　11月22日㈭・12月13日㈭　☎(54)1138
市民環境課　11月15日㈭・29日㈭・12月₆日㈭　☎(82)1114

●司法書士による法律相談　₉時～16時
　市　役　所　　12月₄日㈫
　（予約者優先　市民生活課　☎(54)1138）
●交通事故相談　10時～15時　要予約
　環境安全課　　11月27日㈫・12月11日㈫　☎(50)1248

市民環境課　11月15日㈭・12月20日㈭　☎(82)1123
●心配ごと相談　10時～15時
　社会福祉協議会栗源支所　 11月15日㈭･12月13日㈭☎(75)2118
　社会福祉協議会本所　　　 11月22日㈭　☎(54)4410
　社会福祉協議会小見川支所 11月29日㈭　☎(83)7071
　社会福祉協議会山田支所　 12月₆日㈭　☎(78)1056

● 精神保健福祉相談(要予約)　11月27日㈫・12月₅日㈬・12月13日㈭
　13時30分～
● エイズ・クラミジア・梅毒・B型、C型肝炎検査(無料･要予約)
　11月26日㈪・12月10日㈪　13時～14時受付
●配偶者からの暴力に関する相談(要予約)　毎週水曜日
　電話での相談(毎週月～金曜日)　₉時～17時　☎(52)9310
●女性のための健康相談(要予約)　11月22日㈭　☎(52)9157

身近な相談室
市民相談 閉庁日を除く毎日　8時30分～16時30分　

法律相談 市民対象  9時30分～14時  予約は市民生活課　☎（54）1138
受付は予約日の8時30分から10人まで　☎(54)1111

そのほかの相談

千葉県香取健康福祉センターの相談　☎（52）9161

立
東
部
図
書
館
調
査
課
（
旭
市

ハ
3
4
9
）
ま
で

☎
0
4
7
9

（62）
7
0
7
0

　

個
人
事
業
税
第
2
期
分
の
納

期
限
は
11
月
30
日
㈮
で
す
。

　

納
付
書
は
11
月
中
旬
に
送
付

し
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
最
寄

り
の
金
融
機
関
で
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
個
人
事
業
税
の
納
税

は
、
口
座
振
替
制
度
を
利
用
さ

れ
る
と
便
利
で
す
。

問
香
取
県
税
事
務
所

☎
(54)
1
3
1
4

■
対
象　

原
子
爆
弾
被
爆
者
の

実
子
で
、
県
内
に
住
所
を
有
し

受
診
を
希
望
さ
れ
る
人
（
受
診

希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
、
昨

年
度
未
受
診
者
を
優
先
）

■
実
施
期
間　

平
成
20
年
3
月

10
日
ま
で

■
申
し
込
み　

平
成
20
年
2

月
10
日
ま
で
に
、
住
所
・
氏

名
・
生
年
月
日
・
電
話
番

号
、
被
爆
者
で
あ
る
親
の
住

所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
被

爆
者
手
帳
番
号
を
記
入
し
て

〒
2
6
0
︲
8
6
6
7　

千
葉

市
中
央
区
市
場
町
1
︲
1　

千

葉
県
健
康
福
祉
部
健
康
福
祉
指

導
課
援
護
恩
給
室
ま
で
封
書
で

郵
送

■
費
用　

検
査
の
種
類
に
よ
っ

て
は
一
部
自
己
負
担
が
生
じ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す

問
千
葉
県
健
康
福
祉
部
健
康
福

祉
指
導
課
援
護
恩
給
室

☎
0
4
3（
2
2
3
）2
3
4
9

　

11
月
15
日
㈭
か
ら
2
月
15
日

㈭
ま
で
は
、
狩
猟
期
間
で
す
。

ハ
ン
タ
ー
（
狩
猟
者
）
の
皆
さ

ん
は
マ
ナ
ー
を
守
り
、
安
全
な

狩
猟
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
も
事
故
に
遭

わ
な
い
よ
う
に
、
狩
猟
期
間
中

は
、
農
林
作
業
や
山
野
散
策
な

ど
入
山
す
る
場
合
は
次
の
こ
と

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
入
山
時
は
で
き
る
だ
け
目
立

つ
服
装
に
す
る
▼
土
・
日
曜
日

な
ど
は
ハ
ン
タ
ー
が
集
中
す
る

の
で
特
に
注
意
す
る
▼
わ
な
は

危
険
な
の
で
、
設
置
の
標
識
が

あ
る
場
合
は
近
づ
か
な
い

問
千
葉
県
自
然
保
護
課

☎
0
4
3
（
2
2
3
）
2
9
7
2

■
日
時　

11
月
19
日
㈪　

9
時

～
12
時

■
場
所　

千
葉
県
立
銚
子
特
別

支
援
学
校

■
内
容　

学
校
施
設
と
授
業
公

開
、
相
談
、
体
験
学
習
の
実
施

申
事
前
に
県
立
銚
子
特
別
支
援

学
校
へ☎

0
4
7
9
(22)
0
2
4
3

　

県
立
中
央
博
物
館
大
利
根
分

館
は
休
館
し
て
い
ま
す
。
休
館

中
も
資
料
調
査
な
ど
の
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
や
、
事
前
に

予
約
し
た
学
校
団
体
な
ど
の
見

学
は
で
き
ま
す
。

■
期
間　

平
成
20
年
3
月
31
日

㈪
ま
で

問
県
立
中
央
博
物
館
大
利
根
分

館　

☎
(56)
0
1
0
1

　

黒
部
川
は
、
私
た
ち
の
水
道

水
源
・
農
業
用
水
な
ど
、
大
切

な
資
源
で
す
。﹁
黒
部
川
を
ふ

る
さ
と
の
川
に
す
る
会
﹂で
は
、

水
辺
を
美
し
く
保
全
す
る
活
動

と
し
て
、
ク
リ
ー
ン
・
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

■
日
時　

11
月
25
日
㈰　

9
時

～■
集
合
場
所　

小
見
川
区
事
務

所■
内
容　

河
畔
散
策
を
し
な
が

ら
ゴ
ミ
・
空
き
缶
な
ど
の
清
掃

活
動

問
小
市
民
環
境
課
内
黒
部
川
を

ふ
る
さ
と
の
川
に
す
る
会
事
務

局　

☎
(82)
1
1
2
3

　

佐
原
三
菱
館
で
は
、
11
月
20

日
㈫
ま
で﹃
原
田
糸
子
作
陶
展
﹄

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

原
田
糸
子
さ
ん
は
、
西
野
バ

レ
エ
団
の
四
人
娘
レ
・
ガ
ー
ル

ズ
の
1
人
と
し
て
、
由
美
か
お

る
さ
ん
ら
と
共
に
テ
レ
ビ
、
舞

台
、
映
画
に
出
演
。
芸
能
界
引

退
後
は
、
北
海
道
で
陶
芸
を
学

び
、
1
9
9
7
年
に
荒
北
に
工

房
を
築
き
、
個
展
な
ど
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

11
月
20
日
㈫
ま
で　

10
時
～
17
時

■
場
所　

佐
原
三
菱
館

■
入
場
料　

無
料

問
佐
原
商
工
会
議
所

☎
(54)
2
2
4
4

　

香
取
市
・
水
郷
佐
原
観
光
協

会
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ま
ち
お
こ
し
佐
原

の
大
祭
振
興
協
会
が
、
共
催
で

実
施
し
て
い
る
﹁
佐
原
の
観
光

と
祭
り
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
﹂
の

写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

四
季
を
通
じ
た
自
然
景
観
・

水
郷
・
町
並
み
や
イ
ベ
ン
ト
を

題
材
に
し
た
﹁
観
光
部
門
﹂、

佐
原
の
大
祭
夏
・
秋
祭
り
を
題

材
と
し
た
﹁
祭
り
部
門
﹂
の
入

賞
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

■
日
時　

12
月
1
日
㈯
～
9
日

㈰　

10
時
～
16
時

お知らせ

催し
県
立
中
央
博
物
館

大
利
根
分
館
の
休
館

【暮らしの情報】

「いい家」が欲しい。
外断熱・二重通気工法のソーラーサーキットの家

～木の家工房～
香取市佐原イ570 直通メール :okeichi@beige.ocn.ne.jp
桶市ハウジング フリーダイヤル :

必見 !　木の家のモデルハウスあります。

TBSテレビ
「はなまる
  マーケット」で
紹介されました
1泊2日無料で
宿泊体験!
予約受付中!

OPEN!
13～17時
（火・水定休）
予約不要!
土日祝OK!

356
モスバーガー

ヤクルト

公園 モデル
ハウス

植田建設

Yamucha

香取
市役所

消防署
佐原
中学校

至　小見川

至　佐原駅

自
転
車

ロ
ー
ソ
ン

オ
ラ
ン
ダ
家

http://www.okeichi.com

0120-54-7233

〈広告〉
■
場
所　

佐
原
中
央
公
民
館
１

階
ロ
ビ
ー

問
商
工
観
光
課
☎
(50)
1
2
1
2

■
日
時　

12
月
2
日
㈰　

8
時

～
（
毎
月
第
1
日
曜
日
開
催
）

■
場
所　

八
坂
神
社
境
内
（
水

郷
佐
原
山
車
会
館
隣
り
）

※
故
郷
産
品
（
食
料
品
、草
花
・

植
木
）
の
出
店
者
も
募
集
中

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
野
川
と
佐
原

の
町
並
み
を
考
え
る
会

☎
（52）
1
0
0
0

個
人
事
業
税
の

納
期
日

県
立
銚
子

特
別
支
援
学
校
公
開

原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世

健
康
診
断

原
田
糸
子
作
陶
展

佐
原
の
観
光
と
祭
り

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
展

小
江
戸
さ
わ
ら
の

骨
董
市

ご
注
意
く
だ
さ
い

狩
猟
が
始
ま
り
ま
す

　

小
見
川
文
化
会
館
は
建
物
が

老
朽
化
し
て
い
る
た
め
、
4
月

か
ら
休
館
し
て
耐
震
診
断
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

建
物
は
耐
震
性
が
得
ら
れ
ず
、

使
用
で
き
な
い
こ
と
が
判
明
し

ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
市
で
は
休
館

の
措
置
を
延
長
す
る
こ
と
と

し
、
今
後
は
検
討
委
員
会
を
組

織
し
、
小
見
川
文
化
会
館
の
あ

小
見
川
文
化
会
館　

休
館
の
延
長

り
方
に
つ
い
て
調
査
検
討
を
行

な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
利
用
さ
れ
て
い

ま
し
た
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
大

変
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課　

☎
(50)
1
2
2
4

小
市
民
環
境
課
☎
(82)
1
1
2
3

小
生
涯
学
習
課
☎
(80)
1
1
0
0

黒
部
川
ク
リ
ー
ン
・

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
開
催
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人口と世帯
11月₁日現在
人　口／87,314人（−36）
　　　男43,255人（−10）
　　　女44,059人（−26）
世帯数／29,091戸（＋21）

文芸文芸
　

ハ
ガ
キ
1
枚
に
俳
句
2
句
・
短
歌
2
首
の
ど
ち
ら
か

と
、
本
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
2
8
7

－

8
5
0
1　

広
報
か
と
り
﹁
俳
句
﹂
ま
た
は
﹁
短
歌
﹂

の
係
ま
で
。
毎
月
15
日
ま
で
の
到
着
分
を
審
査
し
、
翌
月

号
に
掲
載
。
掲
載
さ
れ
る
作
品
は
、
選
者
に
よ
り
評
を
踏

ま
え
て
添
削
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■作品募集

籾
殻
を
燃
せ
る
け
ぶ
り
も
芳
ば
し
く
夕
映
え
の
畦
一
人

し
帰
る�

伊
藤　

か
つ
江
（
津
宮
）

千
の
風
吹
き
渡
り
鳥
や
星
と
な
り
見
守
り
し
と
い
う
歌

に
安
ら
ぐ�

鈴
木　

照
代
（
小
見
川
）

水
郷
の
風
物
詩
な
り
株
起
し
の
ト
ラ
ク
タ
ー
に
白
鷺
の

群
の
寄
り
来
る�

多
田　

た
け
（
大
倉
）

萩
の
花
を
地
に
ひ
き
ず
り
て
降
る
雨
に
無
住
寺
の
庭
の

日
暮
が
早
し�

髙
木　

マ
サ
（
岩
部
）

こ
す
も
す
の
花
眺
め
つ
つ
思
っ
て
も
い
な
い
戦
後
に
嫁

に
な
れ
た
こ
と
思
う�

林　

三
枝
（
篠
原
）

今月の納期限

11月30日㈮

固定資産税

国民健康保険税

介護保険料

（第₄期）

（第₈期）

（第₈期）

　

 

香
取
歌
壇 

五
喜
田　

正
巳
選

水
を
ま
く
夫
居
る
庭
の
そ
こ
こ
こ
に
土
の
香
の
立
ち
涼す

ず

風
生あ

る
る�

長
嶋　

理
子
（
高
萩
）

評
・
乾
い
た
庭
に
夫
が
水
を
撒
い
て
い
る
。
ほ
つ
ほ
つ
と
土
が
め

く
れ
、
埃
ほ
こ
り

の
に
お
い
が
立
つ
が
、
や
が
て
涼
し
い
風
が
す
う
っ
と

流
れ
る
。
多
く
の
人
の
知
っ
て
い
る
風
景
だ
が
、
二
句
が
こ
の
歌

を
ひ
き
た
て
て
い
る
。

　

 

香
取
俳
壇 

増
田　

斗
志
選

秋
惜
し
む
手
な
れ
し
鍬
と
老
ゆ
る
な
り　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

�

土
方　

と
し
子
（
み
ず
ほ
台
）

評
・
土
を
耕
す
者
に
と
っ
て
﹁
鍬
﹂
は
魂
と
も
言
え
る
も
の
で
あ

る
。
使
い
古
し
た
鍬
を
握
り
し
め
、来
し
方
を
し
み
じ
み
振
り
返
っ

て
い
る
。﹁
鍬
と
老
ゆ
﹂
の
措
辞
に
は
己
を
い
と
お
し
む
、
作
者
の

深
い
思
い
が
季
節
を
通
し
て
見
え
て
く
る
。

柿
を
も
ぐ
梯
子
短
か
き
峡
の
家

�

山
本　

美
津
江
（
阿
玉
台
）

分
校
の
村
を
総
出
の
運
動
会

�

嶋
田　

武
夫
（
下
飯
田
）

菊
花
展
天
狗
菊
師
の
菊
談
義

�

宮
崎　

弘
（
白
井
）

収と

穫り

終
え
て
ひ
と
り
の
酒
に
月
冴
え
し　

�

長
嶋　

紀
一
（
新
里
）

木
犀
の
香
を
の
せ
て
来
し
ラ
ン
ド
セ
ル

�

小
松
原　

忠
（
府
馬
）

【市民のひろば】

パ
パ 

正
樹
さ
ん
／
マ
マ 

由
美
子
さ
ん

●
髙
槗 

真ま
あ
や彩

ち
ゃ
ん(

荒
北)

お
兄
ち
ゃ
ん
た
ち
と
一
緒
に
ジ
ャ
ン

グ
ル
ジ
ム
。
お
て
ん
ば
娘
で
す
。

パ
パ 

崇
文
さ
ん
／
マ
マ 

智
恵
さ
ん

●
保ほ

し
な科 

空そ
ら

く
ん(

篠
原
イ)

お
祭
り
大
好
き
。
踊
り
も
踊
れ

る
よ
♥

　世界にたった一つ
しかない、手づくり
おみこし。ねこバス・
きょうりゅう・ケー
キ･ソフトクリーム・
くじらと大好きなも
のばかり。みんなで
がんばって作りまし
た。

ギャラリーギャラリー 八都保育園

手づくりおみこし

●
山や

ま
も
と本 

優ゆ
う

ち
ゃ
ん(

津
宮)

パ
パ 

浩
司
さ
ん
／
マ
マ 

佐
智
子
さ
ん

と
っ
て
も
上
手
に
お
歌
を
歌
え
る

よ
♪

お
姉
ち
ゃ
ん
大
好
き
♥
い
つ
も

一
緒
に
遊
ん
で
る
よ
。

●
遠え

ん
ど
う藤 

利り

さ沙
ち
ゃ
ん(
佐
原
イ)

パ
パ 

真
人
さ
ん
／
マ
マ 

紀
子
さ
ん

　

取
材
に
出
た
あ
る
日
。
半
人

前
の
私
は
、
先
輩
た
ち
に
連
れ

ら
れ
て
森
の
中
へ
⋮

　

え
っ
！
こ
ん
な
所
に
湧
き
水

が
あ
る
な
ん
て
。
し
か
も
近
く

に
は
整
備
さ
れ
た
里
山
ま
で
も

が
あ
り
ま
す
。
少
し
離
れ
た
と

こ
ろ
に
は
芝
生
が
と
て
も
き
れ

い
な
公
園
が
あ
り
ま
し
た
。
近

く
に
こ
ん
な
場
所
が
あ
る
な
ん

て
。
目
立
つ
場
所
で
は
な
く
て

も
、
き
ち
ん
と
管
理
が
行
き
届

い
た
公
園
な
ど
は
、
地
元
の
方

の
努
力
が
あ
っ
て
こ
そ
な
ん
だ

な
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

日
々
新
し
い
こ
と
の
発
見
で

す
。
こ
の
感
動
を
み
な
さ
ん
に

も
お
届
け
で
き
る
よ
う
、
ど
ん

ど
ん
紹
介
し
て
い
き
ま
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Y
）

1歳
9カ月

1歳
9カ月

1歳
9カ月

1歳
9カ月

▲エクアドルで農業技術者や生産者、大学
生に有機栽培の説明を行う日下さん

平
成
16
年
3
次
隊
青
年
海
外
協
力

隊
に
参
加
。
エ
ク
ア
ド
ル
で
2
年

間
、
環
境
保
全
型
農
業
の
重
要
性

を
伝
え
る

日く
さ
か下　

裕ひ
ろ
ゆ
き之

さ
ん

　
　
　
（
岩
个
崎
台
）

○
農
業
に
興
味
を
も
っ
た
き
っ

か
け
は
？

　

最
初
は
、
農
業
と
い
う
よ
り

環
境
保
全
に
興
味
を
持
ち
ま
し

た
。
小
学
校
の
頃
に
は
川
や
田

ん
ぼ
に
当
た
り
前
の
よ
う
に
い

た
ど
じ
ょ
う
や
ホ
タ
ル
が
、
十

数
年
ぶ
り
に
行
っ
て
み
た
ら
い

つ
の
間
に
か
い
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
て
⋮
。
そ
の
環
境
の

変
化
に
驚
く
と
と
も
に
、
環
境

保
全
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

　

自
然
と
大
き
く
関
わ
る
農
業

を
す
る
こ
と
が
、
環
境
保
全
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
思
い
か
ら
、
有
機
農
業
な
ど

の
環
境
保
全
型
農
業
を
学
び
始

め
ま
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
在
学
中
に
青
年
海

外
協
力
隊
の
話
も
あ
り
、
他
の

国
の
自
然
を
見
て
、
農
業
と
生

態
系
の
関
係
を
体
験
し
た
い
と

思
い
参
加
し
ま
し
た
。

○
エ
ク
ア
ド
ル
で
の
活
動
は
？

　

現
地
の
農
業
技
術
者
や
生
産

者
、
大
学
生
を
相
手
に
、
日
本

で
学
ん
だ
有
機
農
業
の
講
義
や

ボ
カ
シ
肥
・
木
も
く
さ
く酢
液
な
ど
の
実

験
を
行
い
ま
し
た
。
エ
ク
ア
ド

ル
の
人
た
ち
は
、
有
機
農
業
に

対
す
る
関
心
が
す
ご
く
高
い
と

感
じ
ま
し
た
。

○
今
後
の
活
動
は
？

　

現
実
の
問
題
と
し
て
、
農
作

物
を
守
る
た
め
に
は
水
稲
防
除

な
ど
の
農
薬
散
布
を
す
る
こ
と

で
、
害
虫
な
ど
に
よ
る
被
害
が

お
さ
え
ら
れ
る
の
で
、
環
境
保

全
の
た
め
に
農
薬
を
使
っ
て
は

い
け
な
い
と
は
一
概
に
言
え
な

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
香
取
市
の
豊
か
な
環

境
が
、
生
産
産
業
で
あ
る
農
業

に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
け
れ
ば

と
願
っ
て
い
ま
す
。
私
も
環
境

保
全
に
つ
な
が
る
な
ら
ば
、
農

業
に
限
ら
ず
普
段
の
生
活
で
も

実
践
し
た
い
と
思
い
ま
す
。　

環
境
保
全
を
目
標
と
し
た

農
業
に
携
わ
り
た
い


